
取　扱　説　明　書

施　工　説　明　書

■施工される方へのお願い

この物干しを正しくご使用いただくために、施工説明書をよくお読みになり、正しく施工してください。施工終了後に取扱説明書に従い、操作確認を行ってください。

裏面へ続く

SRS 50816

安全上の注意

■絵表示について

■絵表示の例

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや
他の人への危害や財産への被害を未然に防止するために、いろいろな表示をしています。
その表示と意味は以下のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みくだ
さい。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能
性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が障害を負う危険が想定され
る場合および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

　 記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近くに具体的な禁止内容
が表示されています。

■竿の出し入れの仕方

使用方法

●アームを持って手前に降ろします。この操作を片側ずつ行います。

　 収納するときは、出したときと逆の操作を行います。

■竿の外し方

●竿を外すときは、ボタンを押して竿を外してください。

■お手入れ方法
●本体や竿が汚れた場合は、台所用中性洗剤を薄めた液につけた布でふいてください。

　 その後水拭きして、最後に乾いた布で水分を拭きとってください。ベンジン・シンナー・

　 酸性洗剤などは、変形・変色の原因となります。

■洗濯物の干し方

●洗濯物は12kgを超えて干さないでください。
故障の原因となります。

●竿に強い振動を加えないでください。
故障の原因となります。

●竿に均等に干してください。
故障の原因となります。

竿の外し方

ボタン

使用材料／アーム ： アルミニウム合金 ・ ポリアセタール

ベース ： アルミニウム合金

ポリアセタール ・ ABS 樹脂

竿 ： 塩化ビニール被膜鋼管

ポリアセタール ・ ABS 樹脂

干せる洗濯物の量 ： 12kg

50816/2 （中国製）

品質表示

12kg 超え

取付場所の確認

■施工条件

　枠 内のり幅：760～770ｍｍ
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ねじのとび出し注意

石膏ボード、 化粧板等で
下地に木芯がなく、 ねじ
の効かない所には取り付
けできません。

【上から見た図】
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●室内物干しの下にストーブなどの
　暖房器具を置いて物を干すことは
　絶対にしないでください。

火災の原因となります。

落下によるケガや故障の
原因となります。

ぶつかってケガをする
恐れがあります。

●竿にぶらさがったり、
　いたずら操作をしない
　でください。

●本製品は室内物干し専用ですので、屋外での使用はできません。
　また、他の用途でもご使用にならないでください。

●使用しないときは
　必ず収納してください。

●竿を外した際、竿をアー
　ムの先端よりも下方向に
　下げないでください。

竿の反対側が外れ、落下による
ケガや故障の原因となります。

●竿をはめるときは、両側のロックがかかり、竿が外れない
　 ことを確認してください。

竿を外した際、竿をアームの先端よりも下方向に下げると、
竿の反対側が外れることがあります。ご注意ください。

●適応する枠の高さは515mm～です。内のり幅は760～770mmです。

●アームは枠の見込み部分（30mm以上）で、十分強度がある場所に取り付けてください。

●取り付けは以下の注1）～注3）項を確認し、行ってください。

注1）枠の手前に取り付ける場合は、ねじがちり部分からとび出ないよう注意してください。

       ※必要に応じて適切な長さのねじを別途ご用意ください。

注2）MDFの枠にも設置はできますが、木端（切断面）にはねじが効かないため30mm以上あっても取り付けできません。

注3）アームの出し入れ操作位置は扉枠高さの約300mm下です。あらかじめ操作位置をご確認ください。

注3）
操作位置は枠高さの
約300mm下です。

注2）
木端（切断面）への取り
付けは幅が30mm以上で
あってもできません。

室 内 物 干 し〝ソ ラ イ エ″

UB
このたびは、室内物干しsoraie UBをお買い上げいただきまことにありがとうござ
います。ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。
なお、お読みになったあとは大切に保管していただき、取扱いのわからないときや
不具合が生じたときにお役立てください。

ちり



取　付　方　法

１

２

３

前後方向の
位置決め
（右側）

位置決め用型紙

１箇所のみ

プラスドライバー

ベースカバー

７

タッピンねじ

プラスドライバー
１箇所のみ

４ 下穴にベースの穴を合わせ 、 プラスドライバーを使ってねじを最後までしっかり止めます。

５
４１反対側の枠も 　　～　　 の作業を同様に行います。

６

(5
05
mm
)

調整

平行

メジャー等で床から
の高さを確認し、両
側のアームの先端が
同じ高さになるよう
調整してください。

床

９ アームの先端に竿をはめます。（ロックがカチッとかかり、外れないことを確認して
ください。）反対側も同様に取り付けます。

アーム先端

太パイプ

細パイプ

細パイプと太パイプ
の先端に付けられ
た樹脂部品の溝が
かみ合うように差し
込んでください。

８ 細パイプと太パイプを組み合わせます。

コンクリート、
鉄骨等の
硬い躯体

壁

30ｍｍ

枠

ねじの長さは35mmです。
設置面（枠）に下穴を開けて、深
さ30ｍｍ以内にねじを打ち込め
ない硬い躯体やねじ等がないこ
とを確認してください。

各　部　名　称 部　品　明　細

竿

アーム

ベース

下図に描かれた部品が揃っているかご確認ください。

■アーム…１組 ■ね　じ　　…６本 ■位置決め用型紙

　　　　　　　　…１組

■竿　部…１組

右側

上用 下用 皿4.8×35

ベースカバー
　　　（各２個）

太パイプ

細パイプ

左側 右側左側

位置決め用型紙を枠にあて、前後方向の位置を確認し、任意の位置で点線を切り取り
ます。（右の枠には右用の型紙、左の枠には左用の型紙をご使用ください。）

型紙の上端を枠の上角部に合わせ、テープなどで仮止めします。

図の１箇所をキリなどを使って印をつけ、型紙を外します。次に木の硬さに応じてΦ2.5
～Φ3.0のドリルで深さ30ｍｍの下穴を開けます。

注）下穴を開けない場合、枠が割れる可能性があります。

次にアームの位置を調整します。まず、アームが枠と平行になるよう調整し、さらにアーム
を手前に出したとき左右のアームの先端が同じ高さになるよう、微調整します。

残りのねじを枠に止めます。木の硬さに応じてΦ2.5～Φ3.0のドリルで深さ30ｍｍの下穴
を開けてから、プラスドライバーを使って最後までしっかり止めます。その後ベースカバー
を取付けます。

太パイプ内にバネが入っています。
バネは消音のためビニールで
覆っています。ビニールは取らずに
そのままお使いください。

ビニール

太パイプ内にバネが入っています。
バネは消音のためビニールで
覆っています。ビニールは取らずに
そのままお使いください。

ビニール


